
子ども議会
　1月23日（火）に子ども議会が開
かれました。学校や公共施設の充実
など身近な問題を市長などに問いか
けました。

 〇 平成28年度決算の主な内容 ２～3P
 〇 提出議案の主な内容 4P
 〇 委員会での審議・議案と結果 5～6P
 〇 一般質問（個人13人）の内容 7～13P
 〇お知らせ 14～16P
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決 算 の 内 容

平成28年度各会計決算が認定されました　

平成２8年度一般会計決算

※歳入歳出差引額9億3千800万円は、翌年度への繰越しや、
　基金に積み立てました。

市債
13億9千200万円
　（6.6％）

国・県支出金
51億3千 700万円
（24.6％）

使用料及び手数料
3億円
（1.4％）

分担金及び負担金
1億9千200万円
（0.9％）

地方交付税
38億3千 500万円
（18.3％）

公債費
〔借りているお金の
　返済〕
21億3千600万円
（10.7％）

教育費
〔学校教育の充実などに〕
19億7千万円
（9.9％）

災害復旧費
〔災害復旧に〕
1千700万円
（0.1％）

　　衛生費
　〔市民の健康維持
　やごみ処理などに〕
20億400万円
（10.0％）

議会費
2億900万円
（1.1％）

総務費
〔市役所の運営など〕
20億4千100万円
（10.2％）

民生費
〔福祉の充実などに〕
85億9千100万円
（42.9％）

土木費
〔道路、橋、河川
の整備などに〕
12億3千 800万円
（6.2％）

農林水産業費
〔農業の振興などに〕
2億2千 400万円
（1.1％）

商工費
〔商業の振興などに〕
1億2千万円
（0.6％）

消防費
〔消防防災などに〕
14億4千万円
（7.2％）

209億2千800万円

199億9千万円

地方譲与税
1億9千100万円
（0.9％）

地方消費税交付金
10億5千600万円
（5.0％）

市税
73億円
（34.9％）

諸収入
6億2千800万円
（3.0％）

その他
2億300万円
（1.0％）

繰越金
4億3千万円
（2.1％）
繰入金
2億6千400万円
（1.3％）

本決算は、10月3日～6日に決算審査特別委員会で審査が行なわれ、
12月定例会初日（11月29日）に委員長報告終了後、認定されました。

歳　入

歳　出
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決 算 の 内 容

区　分 平成28年度 平成27年度 平成26年度
財政力指数 0.642 0.635 0.626
実質収支比率 6.8％ 7.4％ 7.1％
経常収支比率 92.8％ 90.3％ 94.9％
公債費負担比率 14.8％ 14.8％ 16.2％

■財政力指数

■実質収支比率

■経常収支比率

■公債費負担比率

３年間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。
１を超えるほど余裕財源を持っていることになる。

実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望まし
いとされる。

財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この比
率が高いほど経常一般財源に余裕がなくなると考えら
れ、通常は、75％～ 80％未満が標準とされている。

財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償還金に
使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。一般的
には15％が警戒ライン20％が危険ラインとされている。

財政
指標

区　分 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 209億2千800万円 199億9千200万円
国民健康
保　険 110億5千900万円 111億4千300万円

後期高齢者
医　療 5億　　600万円 5億3千500万円

介護保険 44億6千800万円 42億3千400万円

下水道事業 8億1千200万円 7億6千900万円

平成 28年度一般会計・特別会計決算

平成 28年度水道事業会計決算
区　分 決算額

水 道 事 業 収 益 10億2千900万円
水 道 事 業 費 用 10億6千800万円
資 本 的 収 入 1億9千200万円
資 本 的 支 出 3億7千800万円

平成 28年度一般会計決算、討論！　 ）約一部要（ 

　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

反対討論 賛成討論 歳入では、自主財源の確保、将来
の八街の子どもたちの未来のため
に市の貯金の残高を確保し、借金の

現在高を減らしたことは非常にすばらしい成果です。各施
策について総務費では、防犯ボックスの設置を行い、安全
で安心なまちづくりを促進。民生費では保育施設を強化
し、児童クラブ、おやこサロン、家庭的保育事業、ファミ
リーサポートセンター事業費など子育て環境の充実。ま
た、緊急通報装置設置、高齢者生きがい対策、障害者自立支
援給付、障害者交通費助成、障がい者就労支援など、生活弱
者に対しても引き続き支援を進めています。衛生費では、
家庭用生ごみ減量機器設置に対する補助など燃やさない
ごみ行政を推進したり、ロタウイルス感染症予防接種の助
成をし、乳児の感染による重症化の予防を図るなど、健康
と環境に配慮した各種施策を執行しています。農林水産業
費では、助成金を交付し、農業被害に対する負担を軽減し
ました。商工費では、八街生姜ジンジャーエール普及促進
に係る補助を行い、農産業の活性化、市全体の活性化が期
待できるところです。防災費では、防災備蓄倉庫の整備、防
災行政無線デジタル化、消防機庫や耐震性貯水槽の整備な
ど、災害に対する備えを充実しています。教育費では、笹引
小、川上小及び八街南中の屋内運動場非構造部材耐震改
修、八街北小の屋内運動場非構造部材耐震改修の設計、八
街中の避難階段設置など、安全安心に学校生活を過ごせる
よう、環境の整備がされています。最小の経費で最大の効
果を上げる執行がなされていることは高く評価できます。
八街に住み続けたい、さらには市外の方々からも八街って
すばらしい街だなと思われるような、行財政運営をお願い
して賛成討論とします。

28年度は小学校への適応教室の
設置、八街中学校避難階段の改修、ロ
タウイルス感染症予防接種事業、子

どもの貧困・虐待が増える中で家庭児童相談員の増員、ごみ
減量化にむけての生ごみ減量器助成、市道整備など評価す
るものですが、国保税・後期高齢者医療保険料の引き上げ、
市民サービスの削減は「市民の暮らしを守る」という地方自
治体の本来の役割を軽視したものといわざるを得ません。
歳入では、地方交付税を補完する臨時対策債の28年度発

行は8億円であり、市債総額の64.7%を占め、110億4300
万円となっています。過去に発行済の臨時財政対策債に新た
に借金を重ねることは、将来世代へのつけまわしに他なりま
せん。地方財政運営上恒常的に生じている地方財源不足額
への対応は、臨時財政対策債の発行ではなく、本来の地方交
付制度の充実を国に強く求めることが必要です。
財産差押え件数は661件で過去最高となり、強権的な滞

納整理をすすめています。預金口座の差押えが総件数の 5
割強となり、学資保険まで差し押さえ無慈悲な「取り立て」
をする収納行政は直ちに改善が必要です。徴収や換価の猶
予、執行停止等、納税緩和制度で救済するとともに、自主納
付できるようていねいな生活再建を支援すべきです。国の
いいなりに「収納対策の強化」に乗り出すのではなく、住民
の生活実態をよく聞き、親身に対応する相談・収納活動に
転換すべきです。
歳出では、9億866万9523円が不用額となっています。予

算現額の 4.3% を占めています。多額な不用額は、効果的な
予算配分を行なっているとはいえません。不用額となったも
のは年度末を待たずに減額補正をし、市民要望に応えた補正
予算を組むべきであり決算に反対するものです。
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議 案 の 内 容
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議会を傍聴しませんか
市議会では、市民に密接に関係するさまざまな事項を審議し、決定して

います。また、本会議は一般に公開されていて、どなたも自由に傍聴する
ことができます。
傍聴を希望される場合は、当日、議会事務局（市役所第１庁舎３階）の受
付で、傍聴受付簿に住所、氏名を記入、受付箱に投函後入場してください。
傍聴席は３４席（うち報道関係者用４席）あり、先着順となります。
� お問い合わせ議会事務局　TEL443－1482

私は、平成25年12月に教育長という重
責を拝命し、皆様のご支援ご理解をいただ
きながら１期４年が過ぎようとしておりま
す。これまでに取り組んできた実践はまだ
まだ道半ばであります。今後は今まで取り
組んできております実践を今以上に定着化・
加速化して参りたいと考えます。
学校教育では、「安心して登校し、楽しく

学習できる幼稚園・学校づくり」「時代を自らの力で生きぬける人
材」の育成。社会教育では、今後も多くの文化団体と連携し、裾野
の広い文化活動を展開すると共に、市民一人ひとりが参加できる
生涯スポーツの重要性に鑑み市民参加スポーツ事業の実現に向け
積極的に取り組んで参りたいと考えています。
教育は、不断の努力と確実性が大切であると思います。時間は

かかりますが、できるところから一歩一歩確実に実現し、土台の
しっかりした教育委員会を目指して参りたいと考えます。
新教育委員会制度が始まります。その目的である迅速な危機管
理体制の構築、教育委員会の審議の活性化などのため、市長と教
育委員会が相互の連携をはかりつつ、地域のニーズを反映した教
育行政を力強く推進して参る覚悟でございます。� (一部抜粋)

12月定例会
提出議案の主な内容
　平成29年12月定例会は、
11月29日に開会され、議案
13件が提出され審議されま
した。

▲雨漏り等が改修される実住保育園
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委 員 会

委員会での
　審査　

　12月12日、13日、14日に各
常任委員会が開催され、付
託された議案等を審査しま
した。（紙面の都合上、質疑
等の一部を掲載します。）

市
町
村
間
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マ
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を

使
用
し
て
、
税
情
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の
提
供
な
ど

の
連
携
を
行
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も
の
で
す
。

応
援
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金
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
基
金
の
運
用
は
積
極
的
に
対
応

さ
れ
て
い
る
が
、
効
果
は
。

預
金
額
を
多
く
し
て
お
け
ば
、

利
子
も
多
く
生
ま
れ
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が
、
寄
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し
て
頂
い
て
い
る
方
々
の
意
思
を
尊
重

し
て
、
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
財
源
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ち
ま
た
を
改
訂
す
る
話

し
合
い
の
場
は
。

発
行
方
法
に
つ
い
て
内
部
で
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
ま
す
。
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す
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す
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。
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０
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テ
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。
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Ｄ
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正
予
算

保
育
士
派
遣
業
務
の
減
額
理
由

は
。
ま
た
、
派
遣
人
数
は
。

入
札
に
よ
る
執
行
残
で
す
。
派

遣
は
５
名
で
、
運
営
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
確
保
し
て
い
ま
す
。

就
労
支
援
事
業
は
円
滑
に
進
ん

で
い
る
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
お
り
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
成
果
と
し
て
は
、参
加
者
が
58
名
、

う
ち
17
名
が
就
労
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
遊
具
を
撤
去
し
た
後

は
、
新
た
に
設
置
す
る
の
か
。

文
教
福
祉

平
成
30
年
度
当
初
予
算
で
、
新

た
な
遊
具
の
設
置
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

本
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
費

の
状
況
は
。

県
内
で
の
状
況
で
は
、
医
療
費

は
非
常
に
増
え
て
い
る
状
況
で
、

被
保
険
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が

一
つ
の
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
体
育
祭
が
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
事
業
は

考
え
て
な
い
の
か
。

体
育
祭
に
代
わ
る
事
業
は
、
関

係
団
体
と
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
市
民
主
導
で
何
が

で
き
る
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
賃
借
の
契
約
期
間
中
に

機
器
の
更
新
が
あ
っ
た
場
合
、
新

し
い
も
の
が
賃
借
さ
れ
る
の
か
。

点
検
の
項
目
に
電
池
や
パ
ッ
ト

の
交
換
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
支
障
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
機
種
へ
の

更
新
は
受
託
者
と
協
議
し
ま
す
。

実
住
保
育
園
の
整
備
工
事
で

は
、
調
理
場
を
改
修
す
る
に
は
、

一
時
的
に
閉
鎖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

２
週
間
程
度
で
す
が
、
給
食
は

外
注
で
対
応
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

答答 問問問

答 答答 問 問答 答問 問

答 問

答答答答答

答答 答問問

問問問問

問 問
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委 員 会

◆�
一
般
会
計
補
正
予
算

産
業
廃
棄
物
投
棄
監
視
業
務

は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
36
万
２
千
円
増
額
し
て
い

る
の
に
、
今
回
50
万
１
千
円
減
額
す

る
理
由
は
。

平
成
28
年
度
の
監
視
業
務
日
数

は
20
日
間
、
29
年
度
は
25
日
間
と

し
て
増
額
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
入
札
に
よ
る
差
金
に
な
り

ま
す
。

焼
却
飛
灰
等
処
理
業
務
で
の
年

間
処
理
量
は
。

約
６
０
０
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

焼
却
施
設
用
ボ
イ
ラ
ー
等
保
守

点
検
整
備
業
務
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
電
気
計
装
設
備
保
守
点
検
業
務

で
、
業
者
の
ミ
ス
に
よ
っ
て
の
補
償

関
係
の
契
約
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
限
ら

ず
、
契
約
約
款
に
よ
り
相
手
に

瑕か

疵し

が
あ
れ
ば
当
然
相
手
か
ら
損
害

賠
償
を
い
た
だ
く
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。
24
時
間
体
制
で
運
営
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か

ら
不
備
が
な
い
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
な
が
ら
、
確
実
な
業
務
を
こ

な
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

経
済
建
設

一
般
廃
棄
物
収
集
業
務
の
委
託

業
者
は
。

１
千
８
０
０
箇
所
あ
る
収
集
場

所
か
ら
毎
日
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
特

殊
な
業
務
で
す
。
ど
こ
の
業
者
で
も
い

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
北
部

と
南
部
に
分
け
て
、
五
十
嵐
商
会
、
及

び
大
成
企
業
と
毎
年
随
意
契
約
を
し
て

い
ま
す
。
業
務
の
割
合
は
、北
部
６
割
、

南
部
４
割
に
な
り
ま
す
。

収
集
に
あ
た
っ
て
、
例
え
ば
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
に
よ
る
事
故
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
補
償
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

補
償
契
約
は
特
に
結
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
業
者
と
市
の
相
互
協
力

に
よ
っ
て
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
一
番

大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

上
水
道
水
質
検
査
業
務
で
は
、

大
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

脇
に
あ
る
井
戸
は
毎
日
検
査
を
し
て

い
る
が
、
以
前
か
ら
毎
日
検
査
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
井
戸
は
、

使
用
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
井
戸
は
、
現
在
休
止
し

て
い
ま
す
が
、
管
理
は
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

大
木
配
水
場
に

関
係
す
る
井
戸

は
４
本
あ
り
、

う
ち
３
本
を
稼

働
し
て
い
ま
す
。

平成29年12月定例会議案等賛否一覧
議
案
番
号
等

件名 結果

各議員の賛否
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 日　本

共産党
会派に所属
しない議員 

木
村
利
晴

小
髙
良
則

林

修

三

石
井
孝
昭

小
山
栄
治

小
菅
耕
二

鈴
木
広
美

山
田
雅
士

新
宅
雅
子

川
上
雄
次

服
部
雅
恵

角

麻

子

加

藤

弘

林

政

男

小
澤
孝
延

丸
山
わ
き
子

京
増
藤
江

山
口
孝
弘

桜
田
秀
雄

継　続　審　査　議　案
議 10 平成２８年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 11 平成２８年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 12 平成２８年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 13 平成２８年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 14 平成２８年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 15 平成２８年度八街市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 原案可決及び認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市　長　提　出　議　案
議 1 教育委員会教育長の任命 同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 2 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度八街市一般会計補正予算） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 3 八街市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 4 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 5 八街市視聴覚教材センター設置条例を廃止する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 6 平成２９年度八街市一般会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 7 平成２９年度八街市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 8 平成２９年度八街市下水道事業特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 9 平成２９年度八街市水道事業会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 10 八街市一般職の職員の給与等に関する条例及び八街市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 11 平成２９年度八街市一般会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 12 平成２９年度八街市下水道事業特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 13 平成２９年度八街市水道事業会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案番号等欄　　議・・議案　　※木村利晴議長は採決に加わりません。　各議員の賛否欄　　○・・賛成　　╳・・反対 

答答 答 問問 問

答 答 答問 問 問
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一 般 質 問

市 政 を 問 う！
　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
12月定例会の一般質問は、12月4日（月）、5日（火）、6日（水）の3日間に13名の議員が質問し

）。すまいてし載掲てし約要を部一のそ、で係関の面紙はでここ（。たしま

若
い
世
代
、
子
育
て
世
代
が
住
み
や

す
い
環
境
や
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
環
境
、
教
育
環
境
の
整
備
、
産

業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
確
保
な
ど
を

進
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
共

に
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
全
で
安
心
し

て
、
穏
や

か
に
暮
ら

す
こ
と
の

で
き
る
ま

ち
づ
く
り

を
推
進
し

ま
す
。

農
泊
の
推
進

国
が
今
の
２
０
０
地
域
か
ら

５
０
０
地
域
に
増
や
す
と
い
う

農
泊
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

人
口
減
少
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
な
ど
、
他
の

地
域
と
同
様
な
課
題
が
あ
る
の
で
、

今
後
の
農
業
活
性
化
策
と
し
て
農
泊

を
含
め
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

方
策
を
検
討
し
ま
す
。

幼
児
教
育
の
充
実

少
子
化
、
幼
稚
園
児
減
少
の

中
、
市
立
幼
稚
園
の
展
望
は
。

平
成
27
年
度
２
８
８

名
、
28
年
度
２
６
１
名
、

29
年
度
２
１
１
名
と
園
児
数
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。市
立
幼
稚
園
は
、

来
年
度
も
運
営
し
ま
す
が
、
同
じ
よ

う
に
減
少
し
て
い
る
私
立
幼
稚
園
の

状
況
や
各
保
育
園
の
待
機
児
童
の
状

況
も
注
視

し
ま
す
。

園
児
の
減

少
に
よ
っ

て
は
、
統

廃
合
や
定

員
削
減
が

必
要
に
な

る
こ
と
も

考
え
ら
れ

ま
す
。

住
み
た
い
ま
ち
の
環
境
整
備

住
み
た
い
ま
ち
と
思
え
る
要

件
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
充
実

を
図
り
、
次
世
代
を
担
う

誠
和
会
　
林
　
修
三
　

誰
も
が
住
み
よ
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り

個人
質問

問

問

問

市
長

市
長 長

育
教

▲元気に遊ぶ幼児たち

▲整備される道路



89 市議会だより｜平成30年（2018年）2月15日

一 般 質 問

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

市
民
の
反
応
と
利
用
状
況
は
。

申
請
者
数
は
、
当
初
予

想
し
て
い
た
今
年
度
中
の

７
５
８
名
を
上
回
っ
て
お
り
、
市
民

の
方
か
ら
は
「
自
宅
か
ら
利
用
で
き

る
の
で
便
利
で
よ
い
」
や
「
非
常
に

助
か
り
ま
す
」
と
い
う
お
話
を
伺
っ

て
お
り
、
好
評
を
得
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助
成
券
の

利
用
状
況
は
、
10
月
か
ら
の
１
ヵ
月

間
の
利
用
者
数
は
３
９
１
名
で
、
申

請
者
に
対
す
る
割
合
は
40
・
３
％
、

利
用
枚
数
は
１
千
６
１
７
枚
で
、
交

付
枚
数
２
万
３
千
２
８
０
枚
に
対
す

る
利
用
率
は
６
・
９
％
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆�

市
の
活
性
化
（
落
花
生
ま
つ
り
の

状
況
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
状
況
、
次

回
に
向
け
て
の
取
り
組
み
）

◆�

平
成
30
年
度
か
ら
の
就
学
区
域
変

更
（
保
護
者
へ
の
対
応
、
通
学
路

の
安
全
面
、
区
域
変
更
に
よ
る
長

所
・
短
所
）

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
路
線
再
編

ふ
れ
あ
い
バ
ス
路
線
再
編
の

市
民
の
反
応
は
。

再
編
前
の
５
コ
ー
ス
か

ら
、
市
内
を
東
西
南
北
の

４
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
し
、
４
コ
ー

ス
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
運
行
経
路
と

し
て
運
行
時
間
を
短
縮
し
、
市
の
主

な
目
的
地
で
あ
る
八
街
駅
ま
で
の
速

達
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
運
行
本

数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
バ
ス
の
再
編
に
合
わ
せ

て
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
を
す
る
た

め
の
「
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業
」
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
当
初
の
見
込
み
を
上
回
り
、
多

く
の
申
請
を
い
た
だ
き
、
沢
山
の

方
々
が

利
用
さ

れ
て
い

ま
す
。

○手助けをお願いします○
・�電車やバスの中で席をお譲りください。
・�駅や商業施設等で声をかけるなどの配慮
をお願いします。
・�災害時は、安全に避難するための支援や
避難場所での声
かけ等の支援を
お願いします。

障
害
者（
児
）福
祉
の
推
進

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
推
進
は
。

義
足
や
内
部
障
害
、
妊

娠
初
期
な
ど
外
見
か
ら

は
、
支
援
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
方
が
携
帯
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
や
日
常
生

活
の
中
で
困
っ
た
時
に
、
住
所
や
緊

急
連
絡
先
、
配
慮
や
手
助
け
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
記
入
し
、
周
囲
の
方
に

支
援
や
配
慮
を
求
め
る
カ
ー
ド
で

す
。
今
後
も
継
続
し
た
周
知
啓
発
に

努
め
、
普
及
を
図
り
ま
す
。

所
有
者
不
明
土
地(
農
地)

所
有
者
不
明
の
土
地
、
い
わ

ゆ
る
迷
子
の
土
地
は
、
九
州
全

域
の
面
積
を
上
回
り
、
２
０
４
０
年

に
は
全
国
の
約
20
％
、
約
４
１
０
万

ha
に
も
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
現
状
は
。

平
成
29
年
度
の
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
は
、

３
万
１
千
８
２
３
通
発
送
し
、
送

付
先
不
明
で
戻
っ
て
き
た
も
の
が

１
７
６
通
で
し
た
。
納
税
義
務
者
が

死
亡
し
た
案
件
は
７
件
で
、
宛
所
不

明
が
１
６
９
件
で
す
。八

街
市
の
農

地
で
は
、
全
農

地
の
10
・５
％
、
面
積
で
は
３
５
９
・７

ha
が
、
相
続
未
登
記
農
地
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
、
所
有
者

不
明
農
地
の
問
題
と
解
決
策

は
。

農
林
水
産
省

で
所
有
者
不
明

農
地
の
有
効
活
用
に
向
け
た
具
体
案

を
検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る

の
で
、
有
効
な
具
体
案
が
示
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

誠
和
会
　
石
井
　
孝
昭
　

所
有
者
不
明
土
地
（
農
地
）

　
　
　
　
問
題
解
決
へ
向
け
て

個人
質問

誠
和
会
　
鈴
木
　
広
美

未
来
に
向
け
て
の
街
づ
く
り

個人
質問

問問

問

問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

▲ふれあいバスターミナル（八街駅）

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長
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一 般 質 問

教
育
問
題

平
成
30
年
度
予
算
編
成
の
現

時
点
で
の
考
え
は
。

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
前
年
度
並
み
の
予
算

要
求
を
維
持
し
、
よ
り
よ
い
環
境
整

備
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
全
校
配
置

へ
の
取
り
組
み
は
。

未
整
備
の
６
校
に

つ
い
て
も
順
次
整
備

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
と
社
会
教
育
課

の
協
力
体
制
は
。

各
種
行
事
を
連
携
し
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

側
の
対
応
に
温
度
差
が
あ
り
、
担
当

課
か
ら
の
説
明
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、事
務
局
内
の
連
携
、

各
小
中
学
校
に
迅
速
か
つ
丁
寧
な
説

明
を
し
、
各
種
事
業
の
円
滑
な
実
施

に
努
め
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
台
風
被
害
、
体
育
祭
中
止

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
対
し
て
の
施

策
は
予
算
獲
得
が
１
番
大
き
な

課
題
で
す
。
財
政
課
の
考
え
は
。

総
合
的
に
判
断
し

た
中
で
、
必
要
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
街

に
す
る
た
め
、
新
規
の
事
業
の
創

設
に
つ
い
て
は
市
長
の
想
い
、
考
え
、

政
策
が
か
み
合
わ
な
い
と
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
市
長
の
考
え
は
。

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
街
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

大
事
な
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
充
実
し

た
子
育
て
支
援
事
業
を
目
指
し
ま
す
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト

本
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
は
。今

年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
は
、
12
月
３
日
に
駅
前

の
飲
食
店
で
開
催
し
、
男
女
各
12
名

の
参
加
で
、
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

本
年
度
内
に
も
う
一
度
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
は
。

今
回
抽
選
に
漏
れ

た
方
を
優
先
的
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
予
定
し
て
い

ま
す
。

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
街
へ

他
市
町
村
に
は
な
い
独
自
の

子
育
て
施
策
は
。

子
育
て
世
代

へ
の
独
自
施
策

は
、
現
在
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
世
代
へ
の
家
賃
負
担

の
軽
減
や
、
住
み
替
え
る
場
合

に
引
っ
越
し
費
用
な
ど
を
助
成
し
、
定

住
化
の
促
進
を
目
的
と
し
た
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
世
帯
家
賃
補
助
、
住
み
替
え
支

援
制
度
を
展
開
で
き
な
い
か
。

調
査
・
研
究
を
進
め
、

地
域
の
実
状
に
即
し
た
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

第
３
子
以
降
の
保
育
料
な
ど

の
原
則
無
料
化
の
考
え
は
。

政
府
の
３
歳
児
以
上
無

償
化
の
実
施
年
度
も
見
極

め
な
が
ら
、
本
市
と
し
て
施
策
の
実

現
を
検
討
し
ま
す
。

出
産
祝
金
制
度
に
つ
い
て
の

考
え
は
。調

査
・
研
究
を
進
め
、

地
域
の
実
状
に
即
し
た
、

誠
和
会
　
山
田
　
雅
士

教
育
問
題
と
街
の
活
性
化

個人
質問

　
山
口
　
孝
弘

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
街
へ

個人
質問

問問

問問問問

問問

問問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

長
育
教

長
育
教

総
務
部
長

教
育
次
長

子
育
て
支
援
課
長

財
政
課
長



1011 市議会だより｜平成30年（2018年）2月15日

一 般 質 問

会
に
な
じ
め
ず
、
家
庭
に
引
き
こ

も
っ
て
い
る
人
た
ち
、
こ
う
い
う
人

た
ち
に
ど
の
よ
う
に
光
を
あ
て
て
い

く
の
か
に
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
ま

す
。
制
度
改
正
で
市
長
と
相
談
し
な

が
ら
様
々
な
取
り
組
み
も
可
能
に

な
っ
た
と
思
う
が
。

総
合
教
育
会
議
の
中

で
、
市
長
及
び
市
長
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
今
後
の
方
針
を
定

め
ま
す
。｢

子
ど
も
た
ち
は
八
街

の
宝｣
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
強
化
な
ど
、
し
っ
か
り
と
努
力

し
ま
す
。

道
路
行
政

八
街
バ
イ
パ
ス
の
一
部
供
用

開
始
に
伴
い
、
成
東
酒
々
井
線

か
ら
国
道
４
０
９
号
ま
で
車
列
が
繋

が
る
こ
と
も
あ
る
。
歩
道
も
な
く
、

歩
行
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
の
で
、

整
備
を
求
め
る
が
。

交
通
量
が
多
く
な
っ

て
き
た
こ
と
は
、
把
握

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
ま
す
。

父
母
負
担
の
軽
減
策

就
学
援
助
制
度
の
全
国
平
均

の
援
助
率
は
16
％
。
本
市
で
は

小
・
中
と
も
に
７
％
で
あ
る
。
援
助

率
を
せ
め
て
全
国
平
均
に
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
が
。

日
頃
か
ら
弾
力
的
な

運
用
、
丁
寧
な
説
明
を

行
っ
て
い
る
が
、
拡
充
を
図
る
た
め

に
、
家
庭
の
収
入
状
況
の
モ
デ
ル
例

を
掲
載
し
た
就
学
援
助
制
度
の
お
知

ら
せ
を
、
１
月
中
に
全
家
庭
に
配
布

し
、
今
後
と
も
家
庭
の
収
入
な
ど
に

よ
り
、
児
童
・
生
徒
に
不
都
合
が
生

じ
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
し
た
い
。

給
食
費
の
滞
納
児
童
・
生
徒

は
、
平
成
28
年
度
決
算
で
は
約

２
０
０
人
増
と
な
っ
て
い
る
。
全
国

の
約
３
割
の
自
治
体
は
既
に
無
料
化

あ
る
い
は
軽
減
な
ど
に
取
り
組
み
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
る
。
滞
納
児
童
・
生
徒

の
増
大
を
見
過
ご
す
こ
と
な
く
、
父

母
負
担
軽
減
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る

が
。

先
進
地
の
事
例
を
研
究

調
査
し
、
努
力
し
た
い
。

教
育
の
機
会
均
等

不
登
校
生
徒
の
実
態
は
。

本
市
で
は
、
１
年
間
１
日

も
出
席
せ
ず
に
卒
業
し
た

中
学
３
年
生
は
、
毎
年
１
、２
名
お
り
、

校
長
の
判
断
で
卒
業
証
書
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
校
長
の
配
慮
で

卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た
生
徒

は
夜
間
中
学
に
入
れ
な
か
っ
た
。
制

度
改
正
で
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

平
成
28
年
12
月
、｢

教
育

の
機
会
均
等
法｣

が
改
正

さ
れ
、
不
登
校
な
ど
、
様
々
な
事
情

か
ら
実
質
的
に
十
分
な
教
育
を
受
け

ら
れ
な
い
ま
ま
、
中
学
校
を
卒
業
し

た
者
や
現
在
不
登
校
と
な
っ
て
い
る

学
齢
生
徒
も
受
け
入
れ
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
希
望
す
る
生
徒
が

い
れ
ば
、
市
川
市
の
夜
間
中
学
校
へ

の
通
学
が
適
切
か
ど
う
か
、
学
校
や

家
庭
と
相
談
し
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

八
街
の
教
育
行
政
の
中
で
、

様
々
な
理
由
で
学
業
を
全
う
で

き
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の
後
社

新
教
育
委
員
会
制
度
の
導
入

新
た
な
教
育
委
員
会
制
度
で

は
、
自
治
体
長
の
権
限
を
強
化

し
、
教
育
方
針
と
な
る
大
綱
に
は
市

長
の
考
え
を
盛
り
込
む
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
ま
た
、
教
育
委
員
長
を
廃

止
し
て
新
教
育
長
に
権
限
を
統
合
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
長
や
教
育
長

の
権
限
の
強
化
は
、
個
人
の
意
向
が

反
映
さ
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
、
裏
返
せ
ば
教
育
行
政
の

安
定
性
あ
る
い
は
継
続
性
は
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
低
下
す
る
の
で
は
。

教
育
の
中
立
性
、
独
立

性
に
は
十
分
配
慮
し
つ
つ
、

教
育
委
員
会
と
と
も
に
推
進
し
た
い
。

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
解
消

来
年
度
は
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
る
の
か
。

今
年
度
中
に
全
小
・
中

学
校
に
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
、
指
導
や
対
策
を
講

じ
解
消
を
図
り
、部
活
動
は
週
１
回
、

土
日
の
い
ず
れ
か
１
日
を
休
み
に
す

る
指
導
と
と
も
に
、
指
導
員
に
つ
い

て
導
入
の
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

　
桜
田
　
秀
雄

教
育
の
機
会
均
等
と
夜
間
中
学

個人
質問

日
本
共
産
党
　
丸
山
　
わ
き
子

教
育
・
子
育
て
充
実
の
ま
ち
に

個人
質問

建
設
部
長

問問問

問問

問 問

問 市
長

市
長

市
長

長
育
教

長
育
教

長
育
教

長
育
教

教
育
次
長
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一 般 質 問

お
り
、
喫
煙
の
害
等
の
普
及
啓
発
を

し
ま
す
。ア

ル
コ
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
に
対
す
る
啓
蒙
の
取
り

組
み
及
び
相
談
窓
口
、
ま
た
、
メ
ン

タ
ル
領
域
の
福
祉
教
育
及
び
「
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
」の
毎
週
実
施
な
ど
、

相
談
体
制
の
拡
充
は
。

策
定
中
の
健
康
増
進
計

画
の
「
心
の
健
康
づ
く
り
」

分
野
、
自
殺
対
策
計
画
で
依
存
症
に

対
す
る
啓
蒙
、
相
談
窓
口
の
設
置
等
、

メ
ン
タ
ル
領
域
で
の
体
制
づ
く
り
、

相
談
事
業
等
の
充
実
を
検
討
し
ま
す
。

保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
を

待
機
児
童
の
解
消
は
。

待
機
児
童
数
は
10
月
現

在
24
名
。
そ
の
他
一
時
預

か
り
利
用
者
は
５
名
で
す
。
平
成
30

年
４
月
に
定
員
19
名
で
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
対
象
の
小
規
模
保
育
事
業

所
を
開
所
予
定
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
凍
結
を

れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
、
早
期
の
完

成
に
向
け
て
協
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。過

去
に
当
該
地
先
の
交
差
点

改
良
工
事
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
、
地
元
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
と

言
う
こ
と
で
、
国
が
撤
退
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
な
い
と
思
う

が
、
見
通
し
は
。市

と
し
て
も
、
千
葉

国
道
事
務
所
に
し
て

も
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
完
成
す

る
予
定
で
考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
不
法
投
棄
・
違
法
残
土
撤
去

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

大
関
地
域
の
冠
水
対
策
の
計

画
は
。

大
関
調
整
池
上
流
の
大

関
地
先
に
調
整
池
確
保
に

向
け
、
土
地
所
有
者
と
交
渉
中
で
す
。

中
央
中
学
校
周
辺
の
冠
水
対

策
で
は
、
実
住
小
学
校
校
庭
の

地
下
に
調
整
池
設
置
は
。

第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

地
下
貯
留
槽
を
検
討
し

ま
す
。

１
区
50
号
線
変
形
５
差
路
～

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ま
で
の
道

路
の
安
全
対
策
は
。

カ
ー
ブ
等
が
わ
か
る

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
付

け
、
注
意
喚
起
し
ま
す
。

健
康
増
進
問
題

八
街
市
の
喫
煙
率
は
高
く
、

全
世
代
へ
禁
煙
教
育
の
実
施
、

治
療
方
法
の
紹
介
等
が
必
要
で
は
。

喫
煙
は
死
亡
の
最
大
の

リ
ス
ク
要
因
と
言
わ
れ
て

道
路
行
政

県
道
岩
富
・
山
田
台
線
の
宮

ノ
原
地
先
の
道
路
排
水
の
抜
本

的
な
解
決
は
。日建

リ
ー
ス
工
業
付
近

の
道
路
冠
水
は
、
県
印
旛

土
木
事
務
所
か
ら
、
流
末
を
選
定
し
、

排
水
路
を
整
備
す
る
こ
と
が
軸
と
聞

い
て
い
ま
す
。
11
月
14
日
に
市
、
県
、

及
び
地
元
関
係
者
と
現
地
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
道
１
２
６
号
、
沖
入
り
口

付
近
の
交
差
点
改
良
工
事
の
進

捗
状
況
は
。国

道
１
２
６
号
か
ら
県

道
へ
の
右
折
待
ち
車
輌
に

よ
る
先
詰
ま
り
で
渋
滞
が
発
生
し
、

渋
滞
末
尾
で
の
追
突
事
故
が
発
生
し

て
い
る
た
め
、
右
折
レ
ー
ン
の
新
設

を
行
い
、
渋
滞
の
緩
和
及
び
事
故
を

抑
制
す
る
改
良
を
行
う
も
の
で
す
。

進
捗
状
況
は
、
用
地
交
渉
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
、
用
地
買
収
が
完
了

次
第
、
速
や
か
に
工
事
に
着
手
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

も
、
千
葉
国
道
事
務
所
と
と
も
に
地

権
者
及
び
地
元
住
民
の
理
解
を
得
ら

建
設
部
長

建
設
部
長

日
本
共
産
党
　
京
増
　
藤
江

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

個人
質問

や
ち
ま
た
21
　
林
　
政
男

早
期
に
交
差
点
改
良
を

個人
質問

問問問

問問

問

問 問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

▲沖入口交差点

建
設
部
長



1213 市議会だより｜平成30年（2018年）2月15日

一 般 質 問

機
能
強
化
を
含
め
、
教
育

セ
ン
タ
ー
分
離
の
考
え
は
。

本
市
の
学
校
教
育
の

重
点
課
題
で
あ
り
ま
す

学
力
向
上
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校

教
育
課
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
を
し
っ
か
り
と
果
た

し
な
が
ら
、
教
育
行
政
を
進
め
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
教
育
セ
ン
タ
ー

の
機
能
分
離
を
進
め
る
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
持
つ
専
門
性

が
発
揮
さ
れ
、
今
以
上
に
八
街
市

の
児
童
・
生
徒
や
教
職
員
の
た
め

に
、
そ
し
て
課
題
克
服
の
た
め
に

寄
与
す
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の

機
能
分
離
と
適
正
な
人
員
配
置

に
つ
い
て
、
市
長
部
局
と
も
し
っ

か
り
と
連
携
し
、
早
期
実
現
に
向

け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆�

地
域
活
性
化
（
地
産
地
消
、
ご
当

地
グ
ル
メ
な
ど
）

◆�

広
報
・
公
聴
（
や
ち
ま
た
メ
ー
ル

配
信
、
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
な

ど
）

公
共
施
設
の
ト
イ
レ

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
ト
イ
レ

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
行
い
ま
す
。
な
お
、
今
年

度
は
、
市
役
所
第
１
庁
舎
１
階
女
子

ト
イ
レ
、
南
部
老
人
憩
い
の
家
男
女

ト
イ
レ
、榎
戸
サ
ッ
カ
ー
場
ト
イ
レ
、

郷
土
資
料
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

公
立
幼
稚
園
の
余
裕
教
室
の

有
効
利
用
は
。

川
上
幼
稚
園
は
、
余
裕

教
室
の
１
部
屋
を
使
っ
て
、

平
成
30
年
度
に
高
齢
者
福
祉
課
が
介

護
予
防
の
運
動
教
室
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
既
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
活

動
状
況
は
。

調
査
・
研
究
業
務
で
は
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
や
市
小
学
校
基
礎
学
力
調
査
、
並

び
に
市
中
学
校
学
力
向
上
調
査
等
を

分
析
。
教
職
員
研
修
業
務
で
は
、
実

技
研
修
会
、
層
別
研
修
会
、
視
察
研

修
会
、
教
育
講
演
会
な
ど
を
企
画
、

運
営
。
資
料
収
集
・
作
成
業
務
で
は
、

「
八
街
教
育
の
歩
み
」、「
日
常
生
活

実
践
の
手
引
」
な
ど
の
作
成
、「
社

会
科
副
読
本
（
わ
た
し
た
ち
の
八

街
）」
の
編

集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら

の
教
育
セ

ン
タ
ー
か

ら
の
情
報

を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、

広
報
に
努

め
て
い
ま

す
。

職
員
提
案
制
度

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
答

え
る
た
め
、
職
員
力
・
職
場
力

の
成
長
と
意
識
改
革
の
た
め
に
も
、

職
員
提
案
制
度
が
必
要
と
考
え
る

が
、
現
状
は
。職員

提
案
制
度
は
昭
和

61
年
度
か
ら
、
平
成
28
年

度
ま
で
で
延
べ
89
件
の
提
案
が
あ

り
、
う
ち
の
19
件
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
す
こ

と
は
、
市
政
に
と
っ
て
も
有
益
と
考

え
ま
す
の
で
、
今
後
も
制
度
の
活
用

に
努
め
ま
す
。
実
施
に
至
っ
た
施
策

は
、
平
成
23
年
度
に
親
子
サ
ロ
ン
の

提
案
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
に

中
央
公
民
館
の
大
会
議
室
の

椅
子
を
可
動
収
納
式
に
し
て
は
。

教
育
委
員
会
で
は
、
可

動
収
納
式
椅
子
等
を
含

め
、
大
会
議
室
全
体
の
改
修
等
を
計

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
を
含
め
た
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
改
修
は
。

八
街
市
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
の

�

更
な
る
充
実
を
！！
　

個人
質問

や
ち
ま
た
21
　
小
澤
　
孝
延

公
明
党
　
服
部
　
雅
恵

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

個人
質問

問

問問問

問

問

市
長

市
長

市
長

長
育
教

長
育
教

長
育
教

▲八街市教育センターＨＰトップ画面
　(https://yachi-ed-center.jimdo.com/)
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一 般 質 問

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
け
の
導

入
は
。

人
生
に
お
け
る
一
大
事

で
あ
る
結
婚
を
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
及
び
市
の
Ｐ
Ｒ
の
機

会
と
捉
え
、
祝

福
の
気
持
ち
を

込
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
婚
姻
届
書

の
導
入
を
検
討

し
ま
す
。

投
票
率
向
上

期
日
前
投
票
所
の
設
置
場
所

を
増
や
す
考
え
は
。市

全
体
の
投

票
率
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必

要
な
の
か
、

期
日
前
投
票

所
の
増
設
等

も
含
め
て
、

十
分
検
討
し

ま
す
。

の
効
率
化
、
人
的
ミ
ス
の
リ
ス
ク
の

低
減
、
公
平
公
正
な
社
会
の
実
現
、

リ
ソ
ー
ス
の
有
効
活
用
、
つ
ま
り

公
共
機
関
サ
ー
ビ
ス
が
今
ま
で
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
等
々
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
本
市
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

取
り
組
み
は
。マイ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
へ
、
窓
口
に
お
い
て

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
お
り
、
安

全
性
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
し
た

上
で
、
市
民
課
に
設
置
し
た
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

落
花
生
ま
つ
り

今
年
は
市
外
か
ら
58
％
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年

度
に
向
け
て
の
予
定
は
。

内
容
の
充
実
に
努
め
、

本
市
の
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
で
き
る
よ
う
、
開
催

時
期
も
含
め
て
協
議
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
教
育
機
会
確
保
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

校
内
に
児
童
ク
ラ
ブ
設
置

を
。

子
ど
も
た
ち
を
安
心
・

安
全
に
お
預
か
り
す
る
た

め
に
も
、
今
後
も
引
き
続
き
、
校
内

へ
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
に
向
け
て
、

教
育
委
員
会
、
学
校
と
連
携
を
図
り
、

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

婚 

姻 

届
　

時
間
受
付
対
応
は
。

婚
姻
届
を
含
む
戸
籍
届

出
は
、
戸
籍
事
務
取
扱
準

則
第
24
条
の
規
定
に
よ
り
、
休
日
ま

た
は
執
務
時
間
外
に
届
出
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
受
領
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
市
町
の
多
く
は
、
庁
舎
内
に
守

衛
や
警
備
員
を
常
駐
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
本
市
で
は
そ
の
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
、
民
間
委
託
な
ど
、

受
付
体
制
の
改
善
を
実
施
す
る
方

向
で
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
対
策
︑

　
　
　
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、

認
知
症
に
な
る
高
齢
者
の
数
は

加
速
度
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
認
知

症
施
策
推
進
総
合
戦
略
・
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は
。

認
知
症
高
齢
者
数
は
、

平
成
24
年
で
４
６
２
万
人
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平

成
37
年
に
は
約
７
０
０
万
人
と
推
計

さ
れ
、
65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人

が
認
知
症
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
厚
生
労
働
省
は
平
成
25
年

に
認
知
症
施
策
推
進
５
カ
年
計
画
・

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
市
も
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す

る
普
及
啓
発
事
業
と
し
て
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
サ
ポ
ー

ト
医
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
て
お

り
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
施
策

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
今
後
も

各
種
施
策
を
進
め
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行

政
手
続
の
簡
素
化
、
識
別
管
理

公
明
党
　
角
　
麻
子

子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
と

　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

個人
質問

公
明
党
　
川
上
　
雄
次
　

認
知
症
対
策
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と

�

落
花
生
ま
つ
り

個人
質問

24

問問

問

問問

問

市
長

市
長

市
長

問 市
長

市
長

市
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
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お 知 ら せ

「八街産落花生」大人気 !!

「榎戸駅」順調に進んでいます
榎戸駅東西自由通路整備及び橋上駅

舎事業は平成３１年３月の供用開始に
向けて順調に進んでおり、既に、上下
線ホームを結ぶ連絡通路については供
用開始しています。
東西自由通路及び橋上駅舎事業につ

いては、大掛かりな工事になるため、
周辺の皆様や周辺道路を利用される
方々に、ご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

▲ぼっち店長 小野さん ▲ぼっち店内の様子

▲「ＫＩＴＴＥ」での様子

ＪＲ東京駅丸の内南口前にある「ＫＩＴＴＥ」
で開催された「期間限定千葉県アンテナショップ」
に八街市が１２月１日、２日と２日間出店し、落
花生や八街生姜ジンジャーエールがお客さんに大
好評でした。
今回、日頃本市の商工観光にご尽力いただいて
いる「八街市推奨の店ぼっち」の小野店長に思い
を聞いてきました。

Q　「ＫＩＴＴＥ」で多くの方にＰＲができましたか？
小�野店長　「ＫＩＴＴＥ」での企画も３年目となり、お客様にも認知されるようになりました。「落花生」
を入り口の一番目立つ場所で販売できたことと、「新豆」が販売できる時期と重なり、よく売れて
いました。また、来年度販売の「新品種」と「日本一の落花生生産地」をＰＲできました。

Q�　「八街産落花生」への
思いは？

小�野店長　ふるさと納税も今
年度はとても多く、まだま
だ八街の落花生の需要を感
じます。落花生を食べるな
ら「八街産落花生」といわ
れるようにこれからもＰＲ
していきたいと思います。
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お 知 ら せ

成人おめでとう　未来を切り開こう !!

印旛管内市議会正副議長会定例会

皆さん方は、本日から立派な社会人としてスタートを
切ったわけであります。
皆さんの２０年は、平和や豊かさを水や空気のように

当たり前のものとしてきた世代だと言えると思います。
それと同時に国際社会における日本の役割がいやおうな
しに増大してきた２０年間であり、大人になったことを
自覚し、一人前の人格者として自ら創造的に未来を切り
開かなければなりません。この激動進展する時代に応え
得る権利と義務を得たことになり、その責任は誠に大き
く意義深いも
のがありま

す。そして、皆さんには、何ものにもかえがたい尊い未来
があります。
どうか本日を契機として、これからの人生に誇りと責任
を持って、大いに前進し、明日の社会を明るくする原動力
となられるよう、お祈り申し上げます。
　　　� ( 木村利晴議長あいさつ )

印旛管内７市の市議会正副議長による連絡協議会
定例会が２月１日 ( 木 ) に八街市総合保健福祉セン
ター大会議室で開催されました。
また、本市にある「千葉みらい農業協同組合グリー
ンやちまた ( 八街へ )」の平成 25年 10 月に更新さ
れた最新の野菜選果ラインを視察されました。

▲�お互いに意見を交換し、関係市の理解と親善を
深めています。

▲�新成人 819 名

▲ �1日約 12,000 ケース（120 トン）の春ニンジ
ンを選果し段ボールに梱包していきます。

▲�春ニンジンをやさしくラインが運んでいます。

（成人式　平成 30 年１月 7 日）
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編 集 後 記
　寒さ厳しい折ですが、暦の上では春を迎え
る季節となりました。先月、八街っ子夢議会
が開催され、子ども達の活発な質問が飛び
交いました。私たち議員も、子ども達が夢を
もてる街づくりに取り組んで参ります。
　議会だより編集委員会では、市民の皆さま
に議会の審議や活動等をわかりやすく、より
身近に感じて頂ける広報紙を目指しておりま
す。そんな思いで作っている議会だよりです
ので、一人でも多くの市民の皆さまに見てい
ただけたら幸いです。

（編集副委員長　角 麻子）

次回３月定例会日程（予定）
日 月 火 水 木 金 土

2/11 12 13 14 15 16
本会議
定例会開会

17

18 19 20 21
本会議
一般質問

22
本会議
一般質問

23
本会議
一般質問

24

25 26
本会議
議案質疑

27 28
委員会
総務

3/1
委員会
文教福祉

2
委員会
経済建設

3

4 5 6
特別委員会
新年度予算

7
特別委員会
新年度予算

8
特別委員会
新年度予算

9
特別委員会
新年度予算

10

11 12 13 14 15 16 17

18 19
本会議
定例会閉会

20 21 22 23 24

○会議開会予定時刻○
・本会議・委員会…午前 10 時
・特別委員会…午前 9時（3/9 の特別委員会は午後 1時 30 分）
※予告なく変更になる場合があります。

読書は子どもたちが未来をたくましく切り開くための原動力の一つです。
市では八街の子どもたちが読書活動を通じて健やかに成長することを願い
“育て八街っ子 ”読書計画～八街市子どもの読書活動推進計画を策定して
います。４月１日から公開する予定です。

市立図書館は知る自由を保障する機関であると同時に、八街市の文化拠点でもあります。
本の貸出や所蔵調査のほかに映画会やおはなし会、ライブラリーカフェなど催し物も開催し、八街

の文化向上の一翼を担っています。
また、図書館は利用者を待っているだけではな

く、移動図書館や出張おはなし会など、図書館を
出てサービスを行う事業もあります。
最近では介護福祉施設を訪問して、手遊びや

紙芝居を取り入れたおはなし会を実施し、会場は
大きな笑顔に包まれました。

〔問い合わせ先〕
市立図書館　TEL０４３－４４４－４

よ く よ む
９４６

E-mail　toshokan@city.yachimata.lg.jp

“ 育て八街っ子 ”読書計画
～八街市子どもの読書活動推進計画～を策定しています！

▲ 介護福祉施設でのおはなし会の様子


